
天
治
本
新
撰
字
鏡
と
法
隆
寺
一

一、

天
治
本

「
新
撰
字
鏡
』
と

「
法
隆
寺
一
切
経
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

現
存
最
古
の
漢
和
字
書
『
新
撰
字
鏡
』
の
今
日
ま
で
の
研
究
成
果
を
ふ
り
か

え
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
、
所
収
の
和
訓
の
年
代
的
新
古
の
問
題
を
取
り
上
げ
る

と
い
う
語
象
論

・
語
禁
史
の
立
場
か
ら
の
研
究
が
、
早
く
に
行
な
わ
れ
た
。
ま

た
、
そ
の
和
訓
を
表
記
し
て
い
る
万
葉
仮
名
遣
の
問
題
を
、
音
韻
論

・
用
字
法

の
立
場
か
ら
研
究
す
る
と
い
う
傾
向
が
、
近
年
、
特
に
目
立
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
成
立
に
関
わ
る
問
題
を
解
明
す
べ
く
、
『
玄
応

一
切
経
音

義
』
『
玉
篇
』
『
切
韻
』
や
、
そ
の
他
私
記
類
を
取
り
上
げ
、
比
較
対
校
し
た
出

典
論
の
立
場
か
ら
の
研
究
も
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

と
と
ろ
が
、

ζ

れ
ら
の
研
究
の
基
礎
と
な
る
十
二
巻
本
『
新
撰
字
鏡
』
の
唯

切
経
の
書
誌
学
的
研
究

石

井

万

紀

子

一
の
古
写
本
で
あ
る
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
(
以
下
、
天
治
本
と
略
す
)
そ
の

も
の
の
本
文
校
訂
や
書
誌
学
的
研
究
は
、
乙
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。
た
だ、

そ
の
中
で
、
特
に
天
治
本
の
書
写
者
の
問
題
に
絞
っ

て
論
じ
た
田
中
論
文

(
二
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
に
つ
い
て
第
二
節
で
詳

述
)
の
存
在
は
、
非
常
に
大
き
い
と
一
一
一守
え
る
。

と
の
、
天
治
本
の
書
写
者
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う

に
、
天
治
本
の
書
誌
学
的
研
究
が
、
等
関
視
さ
れ
て
き
た
と
い
う
点
を
考
慮
す

れ
ば
、
今
後
、
天
治
本
の
書
写
成
立
過
程
を
究
明
し
、
ま
た
、
そ
の
本
文
校
訂

の
問
題
を
追
究
し
て
い
く
上
で
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

ふ
μ
さ
て
、
本
稿
に
お
い
て
、
天
治
本
の
書
写
者
を
い
か
に
解
明
し
て
い
く
か
に

つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
説
明
し
て
お
く
。
ま
ず
、
天
治
本
巻
第

一
の
奥
書
を
左

に
掲
げ
る
。

ウ

t
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右
に
掲
げ
た
奥
書
の
う
ち
、
経
印

・
天
治
本
の
奥
書
よ
り
見
た
『
法
隆
寺
一

切
経
』
と
の
関
係
・
書
写
者
名
の
ご
一
点
に
着
目
す
る
乙
と
を
出
発
点
と
し
、
天

治
本
と
『
法
隆
寺
一
切
経
』
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
考
察
し
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

A

一・

経
印
V

天
治
本
が
縮
小
印
刷
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
『
法
隆
寺
一
切
経
』

分
の

一
に
縮
小
し
た
も
の
を
掲
げ
た
。
(
図
①
参
照
)

も
、
約
二

会
一・

天
治
本
の
奥
書
よ
り
見
た
法
隆
寺

一
切
経
と
の
関
係
V

〈
天
治
本
〉

O
巻
第

一

天
治
一
元
年
間
五
月
下
旬
書
窯
之
皐

制
闘
剖
↓
J

切
劃
劃
期
割
削
剥
割
剖
諸
人
各
一
巻
書
寓
之
中

此
巻
是
五
師
静
因
之
分
以
援
筆
所
寓
耳

O
巻
第
二
天
治
元
年
問
五
月
二
日
間
書
官
吋
畢
法
隆
矧
一
切

経
音
義
料
也
為
自
他
法
界
平
等
利
益
勧
進
僧
林
幸

O
巻
第
五
天
治
元
年
四
月
廿
九
』
為
令
法
久
住
法
隆
寺
一
切
経
蔵
料
書
官
珂
執
筆
僧

覚
厳
之

O
巻
第
七
天
治
元
骨
一
蹴
五
月
十
九
日
交
了
法
隆
寺
一
切
経
勧
進
沙
門

同
寺
僧
五
師
大
法
師
琳
幸
結
縁
書
寓
寺
僧
静
尋

廻
向
元
土
井

O
巻
第
八
天
治
元
年
肝
四
月
廿
六
日
書
寓
畢
為
弘
法
利
生
結
縁
助
成
敬
白
執
筆
僧

隆
退
出
働
制
判
↓
倒
樹
割
判
満
寺
翠
文
輩
各
一
巻
書
之

O
巻
第
九
天
治
元
年
間
四
月
廿
七
日
岬
巳
魁
書
局
巳
畢

法
隆
盛
e

文
寺
為
一
切
経
之
音
義
嘗
寺
諸
僧

各
一
巻
書
之
A
1
此
巻
同
寺
僧
究
印
書
之

- 73一

O
巻
第
十
二

天
治
元
年
問
五
月
十
白
書
寓
了
法
隆
寺
一
切
経
論
料
也

会一

・
書
写
者
名
V

〈
天
治
本
〉

O

巻
第
一

・:
静
因

。
巻
第
二
・
:
林
幸
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O

巻
第
五
:
覚
厳

O

巻
第
七
:
静
尋

O

巻
第
八
:
隆
還

O

巻
第
九
・
・
覚
印

図
①
八
天
治
本

V

?:言語「

姦琴
(篇立)

は玄1

jZ季1
(巻第六)

O

巻
第
十
・
:
応
順

〈
法
隆
寺

一
切
経
〉

O

あ
行
・
胤
願
・
永
兼

・
永
珍

・
延
清

・
円
智

・
応
舜

・
刷
胴

(巻第一)

ーー-ー園周囲、

J;切蕃J

i竺ぞ!
(巻第四)
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緑
陰
守

A
M
W

鎗

八
法
隆
寺
一
切
経
〉

一
渇
徐
傘
一

三
w
径一

(巻第十〉

t' ."，.司- 迫;'1

2 屯工J笥曾下
!必;JJ

(巻第十二〉

!一法

J:還奪 4

A
:
・大
賓
積
経
巻
第
九
十

二

永

久
三
年
党
胤

B
・
:
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
巻
第
二
十

八

保

安
四
年
覚
長

C
:
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
極
恕
拘
舎
羅
道
行
経
勧
助
品
第
四
巻
第
三

天
治
元
年
良
祐

D
-
聡
伽
師
地
論

巻
第
三
十

天
治
二
年

行
住

B 

C 

D 
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。
か
行
・
:
快
円
・
快
与
・
覚
允
・
閣
刑
・
覚
胤
・
覚
賀
・
閣
閥
・
覚
春
・

覚
長
・
覚
益
(
薬
師
寺
)
・
覚
俊
(
薬
師
寺
)
・
観
寂
・
久
仁
・

経
真
・
経
選
・
経
与
・
慶
舜
・
皮
深
・
見
円
・
兼
仁
・
兼
忍
・

兼
与
・
厳
意
・
厳
雅
・
厳
賀
・
厳
海
(
飛
仙
道
者
)
・
厳
足
(
興

福
寺
)
・
厳
舜
・
行
教
・
行
住
・
行
逗

さ
行
・
慈
炭
・
実
運
・
尺
海
・
重
賀
・

呑
珍
・
俊
憲
・
勝
賢
・
浄
遷
・

浄
尊
・
静
因
・
静
快
・
静
尋
・
尋
因
・
尋
応
・
尋
海

・
尋
覚
・

尋
玄
・
信
耀
・
真
与
・
仁
勝
・
性
意
・
性
厳
・
正
円
(
三
井

寺
)
・
正
春
・
清
寂
・
清
珍
・
清
曜
・
選
快
・
還
尊
・
宗
信
・

尊
珍

た
行
:
・
泰
範
・
滋
証
・
智
印
・
智
賢
・
智
厳
・
智
仁
・
朝
順
・
長
覚
・

長
順
・
珍
久
(
薬
師
寺
)
・
定
快
・
定
観
・
定
舜
・
道
海
・
道

寂
・
徳
厳

な
行
・・
・
念
寂

は
行
・
:
範
雅
・
範
勝
・
範
禅
・
弁
海

ま
行
:
・
明
行
・
明
奥

や
行
・
・
・
与
清

ら
行
・
:
頼
円
・
頼
度
・
頼
憲
・
頼
助
・
頼
文
・
頼
祐
・
幽
嵐
・
良
円
・

良
勝
・
良
能
・
良
祐
・
林
覚
・
州
割
・
林
容
・
林
勝
・
林
智
・

琳
範

。。00000  以
上
、
天
治
本
巻
第
一
の
奥
書
か
ら
着
目
す
べ
き
三
点
を
取
り
上
げ
て
、
天

治
本
と
『
法
隆
寺
一
切
経
』
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
が
、

A

一

-
経
印
V

に
お
い
て
は
、
経
印
内
の
文
字
の
比
較
を
行
な
っ
て
み
る
と
、
両
資

料
と
も
、
す
べ
て
の
文
字
が
同
一
で
あ
る
(
(
法
)
:
・
芳
の
下
部
〈
ゑ
〉
・
(
寺
)

:
・
六
画
自
の
位
置
〈
す
〉
、
お
よ
び
、
右
上
が
り
で
あ
る
字
体
の
傾
き
・
(
ご

:
・
筆
の
入
れ
方
、
お
よ
び
、
筆
の
止
め
方
八
円
〉
・
(
隆
・
切
・
経
〉
・
:
偏
、
お

よ
び
、
芳
の
字
体
)
乙
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

A

一
了
天
治
本
の
奥
書
よ
り
見

た
法
隆
寺
一
切
経
と
の
関
係
V

に
お
い
て
は
、
「
法
隆
寺
一
切
経
書
寓
之
次
・
:
」

(
巻
第
一
)
、
「
・
・
法
隆
寺
一
切
経
蔵
料
書
湾
・
:
」
(
巻
第
五
)
と
い
っ
た
奥
書
か

ら
し
て
、
『
法
隆
寺
一
切
経
』
の
書
写
作
業
の
中
で
、
天
治
本
も
書
写
さ
れ
た

乙
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
会
了
書
写
者
名
V

に
お
い
て
は
、
天
治

本
を
書
写
し
た
人
物
が
、
『
法
隆
寺
一
切
経
』
の
書
写
者
一
覧
中
に
全
員
含
ま

れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
が
『
法
隆
寺
一
切
経
』
の
書
写
作
業

κ深
く
関
わ
っ

て
い
る
(
〈
法
隆
寺
一
切
経
〉
の
|
線
部
分
参
照
)
乙
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
以
上
の
三
点
か
ら
、
天
治
本
と
『
法
隆
寺
一
切
経
』
と
の
聞
に

は
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
、
天
治

本
の
書
写
者
不
明
箇
所
を
追
究
し
て
い
く
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、
『
法
隆

寺
一
切
経
』
を
天
治
本
と
対
校
さ
せ
る
理
由
は
、
ま
さ
に
、
乙
こ
に
あ
る
と
言

・えヲ
h
v
o

し
か
し
、
単
に
、
天
治
本
を
『
法
隆
寺
一
切
経
』
と
対
校
さ
せ
る
と
い
っ
て

注
①

も
、
『
法
隆
寺
一
切
経
』
は
、
長
和
年
聞
か
ら
嘉
慶
年
閉
ま
で
の
約
三
百
七
十

年
間
と
い
う
長
い
年
月
を
か
け
て
書
写
さ
れ
、
約
七
千
一
百
巻
と
い
う
莫
大
な

巻
数
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
つ
い
て
対
校
し
て
も
意

味
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
扱
う
『
法
隆
寺
一
切
経
』

に
つ
い
て
は
、
そ
の
書
写
年
代
を
、
天
治
本
が
書
写
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
天
治

- 76一
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年
聞
に
絞
っ
て
、
天
治
本
と
比
較
対
校
し
、
天
治
本
の
書
写
者
を
解
明
し
て
い

く
と
と
に
す
る
。
な
お
、
本
稿
が
、
天
治
本
と
対
校
さ
せ
る
『
法
隆
寺
一
切

経
』
は
、
す
べ
て
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
も
の
(
以
下
、
谷
大
本
と
略
す
〉

を
用
い
た
。
と
の
谷
大
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、〔
一二
、
『
法
隆
寺
一
切
経
』
に

つ
い
て
〕
の
第
二

・
三
節
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

一一、

天
治
本

「
新
提
字
鏡
』
に
つ
い
て

第
一
節
総
記

援
者
は
、
南
都
法
相
宗
系
の
学
僧
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
昌
住
。
最
初
、

寛
平
四
年
(
八
九
二
)
に
、
『
玄
応
一
切
経
音
義
』
を
主
体
と
し
て
三
巻
本
を

編
集
し
た
が
、
後
の
昌
泰
年
間
(
八
九
八

t
九
O
一
)
に
、
『
玉
篇
』
『
切
韻
』

お
よ
び
私
記
類
を
吸
収
し
て
、
現
存
す
る
十
二
巻
本
へ
と
増
補
改
定
さ
れ
、
都

合
二
度
の
編
纂
が
行
な
わ
れ
た
。
現
存
す
る
も
の
は
、
完
本
と
抄
本
の
二
種

で
、
前
者
は
、
天
治
元
年
(
一
一
二
四
)
五
月
に
、
法
隆
寺
に
て
書
写
さ
れ
た

十
二
巻
本
系
統
の
も
の
で
、
後
者
は
、
室
町
時
代
頃
に
、
完
本
系
か
ら
和
訓
の

あ
る
文
字
だ
け
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
享
和
三
年
(
一
八

O
三
)
正
月
刊
本
(
日
享
和
本
)
と
、
『
群
書
類
従
』
所
収
本

(
H群
書
類
従

本
)
と
が
あ
る
。
以
下
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
前
者
、
完
本
系
天
治
本
の
体
裁

に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
乙
と
に
す
る
。

様
出
字
数
は
約
二
万
九
百
三
十
余
字
で
、
そ
の
う
ち
約

一
万
六
千
三
百
余
字

に
つ
き
、
偏

・
芳
で
分
類
さ
れ
、
各
字
に
反
切
・
漢
字
に
よ
る
意
義
注
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
な
か
に
、
真
仮
名
で
示
す
和
音
が
約
七
十
例
、
和
訓
が

約
三
千
七
百
条
補
入
さ
れ
て
お
り
、
と
の
和
音

・
和
訓
の
存
在
が
、
『
新
撰
字

鏡
』
が
現
存
最
古
の
大
規
模
な
漢
和
字
書
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
と
の
他
に
、
特
別
な
異
体
字
(
〈
例
〉
群
|
翠

l
豪
)
や
、
国
字
(
和

製
漢
字
)
(
〈
例
〉
榊
、
拘
、
剣
)
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
新
撰
字
鏡
』
が
日

本
語
資
料
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
和
訓
に
関
し
て
は
、
『
文
選
』
『
遊
仙

窟
』
の
傍
訓
や
、
『
日
本
霊
異
記
』
の
訓
釈
を
取
り
入
れ
た
か
と
恩
わ
れ
る
箇

所
が
見
ら
れ
る
と
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
乙
の
和
訓
を
付
し
た
の
は
、
例
え

ば
、
巻
第
十
の
三
丁
裏
に
あ
る
「
恒
」
と
い
う
文
字
に
着
目
し
て
み
る
と
、

『
象
隷
万
象
名
義
』
に
は
、「
於
汲
反
歎
息

・
不
安
」
と
あ
る
が
、
『
新
撰
字
鏡
』

で
は
、
両
訓
注
と
も
と
っ
て
お
ら
ず
、
特
に
、
『
家
隷
万
象
名
義
』
の

「歎
息
」

と
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
「
伊
太
弥
奈
介
久
」
と
を
照
会
し
て
み
る
と
、
『
新
撰
字

鏡
』
は
、
『
玉
篇
』
に
あ
っ
た

「
歎
息
」
を
、
和
訓

「伊
太
弥
奈
介
久
」
に
よ

っ
て
代
用
さ
せ
た
と
い
う
乙
と
が
推
測
さ
れ
、
今
、
わ
ず
か
一
例
だ
が
、
も

し
、
全
和
訓
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
適
用
で
き
れ
ば
、
撰
者
、
昌
住
自
身
で
あ

る
と
い
う
可
能
性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
右
記
の
点
を
補
強
す
る

根
拠
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
和
訓
表
記
に
用
い
ら
れ
た
真
仮
名
(
万
葉
仮
名
)

は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
が
大
部
分
失
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
コ
」
の
仮
名
に

限
っ
て
甲
乙
二
類
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
乙
う
い
っ
た
現
象
が
生
じ

注
②

た
の
は
、
平
安
初
期
頃
ま
で
で
あ
る
点
と
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
成
立
し
た
寛
平

や
昌
泰
と
い
う
年
代
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
和
訓
を
付
し
た
の
は
、
援
者
、
昌

住
自
身
で
あ
る
と
い
う
と
と
が
首
肯
さ
れ
よ
う
。

『
新
撰
字
鏡
』
全
体
の
体
裁
は
、
百
六
十
部
の
部
首
分
類
体
の
字
形
引
字
書

で
あ
る
が
、
大
局
的
に
は
、
天
(
日
・
月

・
肉

・
雨

・
風
部
な
ど
〉

・
人
事
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(
父
・
親
族

・
身

・
頁

・
面
部
な
ど
)
・
自
然
動
植
物
(
山

・
谷
・
玉
・
田
部
な

ど
)
の
三
大
区
分
の
順
序
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
と
う
し
た
意
味
分
類
の
排
列

は
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
特
色
の
一
つ
で
、
後
の
、
『倭
名
類
衆
抄
』
『
世
尊
寺
本

字
鏡
』
『
字
鏡
集
』
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

と
う
し
て
『
新
撰
字
鏡
』
は
、
我
が
国
の
字
書
史
に
お
い
て
、
重
要
な
位
置

を
占
め
る
も
の
と
な
っ
た
の
だ
が
、
鎌
倉
時
代
の
弘
安
末
年
頃
(
一二
八
七
年

頃
)
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
は
、
当
字
書
の
名
が
見
ら
れ

ず
、
ま
た
、
本
居
宣
長
が
、
『
玉
か
つ
ま
』
に
、

新
撰
字
鏡
は
、
利
寸
引
制
阿
川
引
判
制
判
剖
剖
引

U
削
叶
め
づ
ら
し
く

近
き
こ
ろ
出
て
、
古
へ
学
び
す
る
と
も
は
、
あ
ま
ね
く
用
ふ
る
を
、
あ
つ

め
た
る
人
の
、
っ
た
な
か
り
け
む
ほ
ど
、
序
の
文
の
い
と
拙
き
に
て
し
る

く
、
す
べ
て
し
る
せ
る
や
う
、
い
と
も
い
と
も
心
得
ぬ
書
也
。

と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
成
立
後
間
も
な
く
世
に
知
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
か
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
院
政
時
代
の
僧
心
覚
(
一
一

一
七
J
一
一
八
O
)
の

『
鶏
珠
紗
』
七
巻
に
は
、
当
字
書
の
引
用
が
見
ら
れ
、
字
書
を
日
常
よ
く
使
っ

て
い
る
者
に
は
流
布
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
か
い
ま
見
る
と

と
が
で
き
る
。

第
二
節
田
中
論
文
の
紹
介

近
年
の
『
新
撰
字
鋭
』
の
研
究
の
傾
向
に
関
し
て
、
『
新
撰
字
鋭
』
の
内
容

そ
の
も
の
の
研
究
、
す
な
わ
ち
、
所
収
の
和
訓
を
取
り
上
げ
た
語
集
論
的
研
究

ゃ
、
出
血
(
論
的
研
究
は
、
多
く
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
本
文
校
訂
や
書
写
者
に

関
す
る
書
誌
学
的
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

先
の
〔
て
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
と

『法
隆
寺

一
切
経
』
と
の
関
係
に
つ
い

て
〕
の
中
で
触
れ
た
が
、
本
節
で
は
、
数
少
な
い
書
誌
学
的
研
究
の
分
野
に
お

い
て
、
大
き
な
存
在
意
義
を
持
つ
と
恩
わ
れ
る
田
中
論
文
を
紹
介
し
て
お
く
こ

と
に
す
る
。

乙
の
田
中
論
文
と
は
、「
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
書
写
者
の
検
討
」
と
い
う

題
名
で
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
国
文
学
科
卒
業
論
文
と
し

て
、
田
中
千
賀
さ
ん
に
よ
っ
て
書
か
れ
、

後
、
国
語
学
会
中
四
国
支
部
第
二
十

九
回
大
会
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
天
治
本
全
十
二
巻
の
う
ち
、
奥
書
の

な
い
巻
(
巻
第
三

・
六

・
十
一
)
、
お
よ
び
、
奥
書
が
あ
っ
て
も
名
前
が
書
か

れ
て
い
な
い
巻
(巻
第
四

・
十
一
一
)
の
、

書
写
者
が
不
明
な
五
巻
の
書
写
者
検

討
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
田
中
論
文
で
は
、
ま
ず
、
「
也
」
、
「
第
」
と
い
っ
た

各
巻
に
お
い
て
頻

出
度
の
比
較
的
高
い
文
字
を
各
巻
毎
に
抽
出
し
、
比
較
す
る
乙
と
に
よ
り
、
書

写
者
不
明
の
各
巻
に
は
複
数
の
書
写
者
の
手
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て

い
る
。
そ
し
て
論
中
に
お
い
て
、
書
写
者
が
判
明
し
た
い
く
つ
か
の
箇
所
を
列

挙
す
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

①
書
写
者
の
わ
か
っ
て
い
る
巻
第
五
と
、
書
写
者
の
不
明
な
巻
第
十

一
と

を
「
也
」
、
「
第
」
、
さ
ら
に
、
「
反
」
な
ど
と
い
っ
た
文
字
を
手
が
か
り
に

比
較
す
る
と
と
に
よ
り
、
巻
第
十
一
内
部
に
巻
第
五
と
同
筆
の
箇
所
が
存

在
す
る
。
そ
の
書
写
者
は
、
巻
第
五
の
書
写
者
、
す
な
わ
ち
、
覚
厳
で
あ

る。
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②

巻

第

十

一の

四
十
二
丁
表
(
七
一
九
)

か
ら
は
じ
ま
る
経
文
、
「
不
空

親
索
神
呪
心
経
序
」

の
書
写
者
は
、

巻
第
十
一
の
三
十
六
丁
表
(
七

O
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表
① 

12 11 6 4 I 3 巻

FI E D CI B A 記号書写者

. . . . . . . . . . .. ... . . . . . 
書写者

目
五五五

十四fz 土十 ノA¥一一 五九八五記と五長言四一語十十 十丁表四
五 五五

五 五
と丁裏

五五
丁数

七 七七 ( ー」
( ーノー~、

5 1 
ノ五四、ノ五二、 ノ五四、ノ三四、ノ三七、

( 

互量二
名以上か二五 七

eZ 
ノ」、ー r、、r、

五四 表裏
七
ノ、

1¥1¥ 
=コ己九) 

コi四i 
、~、.._" 、~、~、~

、町J

F3駐
) 

努) ) 

① 
、~、~

( 

士五
理一一寸主 d、a 

十五
① ? 

語宅
」一司a 一寸、 声 量 の

;HET 裏合
ジ

十 事 ー環~ 数

七一 五五
議L一ー寸 ⑦ と 左右(六 ( 

乏Lー合一
. 

丁表 八)
七七
七 」〆ム4，，-} 、、、a 

空「 2昔話8 尋」
五
本t正z喜⑦ 四 f数T 

七1¥ 

六④ 。
、(、J ) 

⑤ 一八
、(.、J ー之「 ① 

、.._" 、~

幸林 覚厳 林幸 車者判明

12b 12a 11. lld llc llb lla 6b 6a 4a 3a 警

七
)
か
ら
四
十
一
丁
裏

(
七
一

八
)
ま
で
に
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
種
類

の
文
字
と
、
乙
の
「
不
空
絹
索
神
呪
心
経
序
」
内
の
文
字
の
比
較
を
行
な

っ
た
結
果
、
「
不
空
間
相
索
神
呪
心
経
序
」

の
直
前
ま
で
書
写
し
て
き
た
人

物
、
つ
ま
り
、
巻
第
十

一
の
三
十
六
丁
表

(
七
O
七
)
か
ら
四
十
一

丁
裏

(
七
一
八
)
ま
で
を
担
当
し
た
書
写
者
E

(表
①
参
照
)
で
あ
る
。

③

巻

第

十
二
の
政
文
の
書
写
者
は
、
巻
第
二
の
字
形
と
類
似
す
る
箇
所
が

多
く
見
ら
れ
る
と
と
か
ら
、
巻
第
二
の
書
写
者
、
林
幸
で
あ
る
。

ま
た
、
乙
れ
ら
以
外
花
、
巻
第
五

・
六

・
十
一
・
十
二
に
見
ら
れ
る
追
加
部

分
(
各
巻
の
最
後
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
こ
と
。
但
し、

本
文
内
の

上
・
下

・
左

・
右
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
含
ま
な
い
。
)
に
関
し
て

も
、
文
字
を
比
較
す
る
と
い
う
同
じ
方
法
で
、
書
写
者
の
検
討
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。右
に
摘
記
し
て
き
た
点
を
総
合
的
に
ま
と
め
る
と
、
天
治
本
内
部
で
書
写
者

が
す
で
に
判
明
し
て
い
る
各
巻
と
不
明
な
各
巻
と
の
相
互
の
比
較
の
結
果
は
、

田
中
論
文
に
よ
る
と
、
上
記
の
表
①
の
よ
う
に
な
る
。

以
上
、
田
中
論
文
の
大
筋
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
田
中
論
文
の
存
在
意
義
の

大
き
き
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
点
は
い
く
つ
か
存

在
す
る
。
そ
の
う
ち
の
最
も
大
き
い
も
の
と
し
て
、

調
査
対
象
を
天
治
本
に
限

定
し
、
天
治
本
の
書
写
に
関
わ
っ
た
僧
の
筆
跡
を
基
準
に
し
て
し
か
比
較
し
な

か
っ
た
と
い
う
ζ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
残
さ
れ
た
書
写
者
不
明
箇

所
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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「
法
隆
寺
一
切
経
』
に
つ
い
て

第
一
節
総
記

一
切
経
と
は
、
経
律
論
の
三
蔵
を
中
心
に
名
高
い
僧
侶
達
の
著
書
を
収
集
し

た
仏
教
典
籍
の
総
集
を
い
う
。
党
語
の
原
典
は
完
全
な
形
を
と
ど
め
な
い
が
、

パ

l
リ
語
原
典
を
は
じ
め
、
中
国
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
蒙
古
語
、
満
州
諸
な
ど

の
訳
本
が
現
存
。
最
も
完
備
し
、
大
部
な
の
は
中
国
語
訳
で
、
歴
朝
に
わ
た
っ

て
翻
訳
さ
れ
、
唐
代
に
五
千
四
十
八
巻
に
定
着
し
た
が
、
そ
の
後
も
増
補
が
繰

り
返
さ
れ
て
、
結
局
、
一
万
一
千
九
百
七
十
巻
と
い
う
大
規
模
な
も
の
と
な
っ

た。
ζ

の
一
切
経
は
、
我
が
固
に
も
、
す
で
に
奈
良
時
代
に
は
幾
種
類
か
の
も
の

が
も
た
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
、
転
写
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
本
稿
に
お

い
て
扱
う
『
法
隆
寺
一
切
経
』
は
、
今
日
、
法
隆
寺
に
伝
存
さ
れ
て
い
る
保
安

三
年
(
一
二
三
)
三
月
廿
三
日
の
『
法
隆
寺
林
幸

一
切
経
書
写
勧
進
状
』
に

よ
れ
ば
、
永
久
二
年
(
一一

一
四
)
の
頃
、
勝
賢
に
よ
っ
て
二
千
七
百
余
巻
の

書
写
が
終
っ
た
の
で
、
元
永
元
年
(
一
一
一
八
)
十
月
二
日
小
田
原
上
人
教
懐

を
嘱
請
し
て
、
未
完
の
ま
ま
一
応
供
養
を
遂
げ
た
が
、
残
る
四
千
四
百
余
巻
は

五
箇
年
を
経
た
今
日
猶
い
ま
だ
手
を
つ
け
て
な
い
の
で
、
今
年
保
安
三
年
三
月

よ
り
始
め
、
都
都
に
勧
進
し
、
一
紙
、
一
巻
の
奉
加
に
よ
っ
て
太
願
を
遂
げ
た

い
と
い
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
経
緯
で
書
写
さ
れ
た
経
典
の
他
に
、
長

和
元
年
(
一

O
一
二
)
の
書
写
に
な
る
『
十
地
経
論
巻
第
十
』
が
大
谷
大
学
に

存
す
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
一
切
経
書
写
の
発
願
は
、
永
久
二
年
を
百

二
年
ほ
ど
淵
っ
た
長
和
元
年
以
前
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
書
写

は
、
第
一
期
と
し
て
、
長
和
元
年
頃
か
ら
行
な
わ
れ
は
じ
め
、
以
後
、
応
徳

・

承
徳

・
康
和
・
の
各
年
代
に
わ
た
っ
て
少
し
ず
つ
書
写
が
進
め
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
期
と
し
て
、
永
久
二
年
に
、
勝
賢
の
勧
進
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
、
さ
ら
に
第
三
期
と
し
て
、
保
安
三
年
に
、
林
幸
の
勧
進
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
た
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
に
述
べ
た
書
写
の
笠
枠
の
中
に
掲
げ
た
経
典
の
巻
数
を
見
る

と
、
第
二
期
に
約
二
千
七
百
巻
、
第
三
期
に
約
四
千
四
百
巻
の
書
写
が
行
な
わ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
計
約
七
千
一
百
巻
も
の
経
典
が
、
法
隆

寺
に
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
日
、
法
隆
寺
に
伝
存
し
て

注
③

い
る
、
い
わ
ゆ
る
『
法
隆
寺
一
切
経
』
は
、
六
百
六
十
一
巻
に
す
ぎ
な
い
。
ま

た
、
私
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
法
隆
寺
以
外
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
が

百
六
十
八
巻
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
現
存
の
『
法
隆
寺
一
切
経
』
は
、
計
八
百
二

十
九
巻
と
、
当
初
存
し
た
で
あ
ろ
う
も
の
の
、
わ
ず
か
一
割
強
に
し
か
満
た
な

い
。
さ
ら
に
、
法
隆
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
重
要
文
化
財
の
指
定
を

注
④

受
け
て
お
り
、
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。

第
二
節
田
中
塊
堂

「
法
隆
寺
一
切
経
目
録
』
へ
の
批
判

『
法
隆
寺

一
切
経
』
の
目
録
と
し
て
は
、

田
中
塊
堂
氏
の
も
の
が
唯

一
の
存

在
で
あ
る
。
そ
の
目
録
は
、
昭
和
十
七
年
か
ら
十
九
年
の
二
ヶ
年
に
わ
た
る
法

隆
寺
古
文
書
整
理
の
際
の
私
記
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿

を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
『
法
隆
寺

一
切
経
』
の
所
在
を
確
認
す
る
作
業
を
行
な

っ
た
中
で
、
二
応
の
目
安
を
つ
け
る
手
助
け
と
は
な
っ
た
が
、

内
容
的
に
い
く
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つ
か
の
間
題
点
が
存
す
る
こ
と
も
わ
か

っ
た
。
そ
の
問
題
点
の
い
く
つ
か
を
挙

げ
る
と
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

①
目
録
と
し
て
の
整
理
が
不
十
分
な
た
め
に
、
た
と
え
ば
、
目
録
内
に
一
示

さ
れ
た
所
蔵
者
が
、
当
該
の
経
典
の
ど
の
範
囲
の
も
の
を
所
蔵
し
て
い
る

か
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

②
目
録
内
に
誤
字
が
多
す
ぎ
る
。
た
と
え
ば
、
所
蔵
者
名

「山
田
文
昭
」

を、
3

す
べ
て
「
山
田
文
郁
」
と
誤
っ
て
い
る
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
う

し
た
誤
字
が
存
す
る
と
、
目
録
中
に
掲
げ
ら
れ
た
経
典
名
や
奥
書
に
対
し

て
も
不
安
が
残
る
。

こ
の
よ
う
な
初
歩
的
な
問
題
点
が
存
す
る
こ
主
に
よ
り
、
乙
の
目
録
へ
の
信

頼
度
が
半
減
し
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
初
歩
的
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
が
独

自
に
『
法
隆
寺
一
切
経
』
の
所
在
を
調
査
し
た
と
乙
ろ
、
法
隆
寺
以
外
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
乙
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
、

大
量

花
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
(
次
節
参
照
)
。
そ
の
う
ち
の
最
多
の
所
蔵
者

は
、
大
谷
大
学
図
書
館
で
あ
る
。
目
録
に
は
、
わ
ず
か
七
巻
し
か
存
し
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
八
十
巻
も
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
所
蔵
者
と
し
て
は
、
「
谷
村
文
庫
(
京
大

図
書
館
)
」
「
守
屋
孝
蔵
」

「
島
田
蕃
根
」
等
々
が
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
え

る
と
、
と
の
目
録
が
、
い
か
に
粗
雑
な
も
の
で
あ
渇
か
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、

現
在
、
法
隆
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
が
調
査
で
き
な
い
の
で
、
と
り
あ
え

ず
、
私
独
自
で
調
査
し
た
範
囲
の
も
の
を
次
節
に
掲
げ
、
今
後
の
研
究
の
一
助

と
し
た
い
。

第
三
節
法
隆
寺
旧
蔵

一
切
経
所
蔵
者
に
つ
い
て

木
節
で
列
挙
し
て
い
く
法
隆
寺
旧
蔵

一
切
経
所
蔵
者
は
、
昭
和
六
十
三
年
度

に
作
成
し
た
卒
業
論
文
(
本
稿
と
問
題
)
に
掲
載
す
る
た
め
に
、
昭
和
六
十
二

年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
調
査
を
行
な
っ
た
結
果
、
得
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

A
凡
例
V
一
掲
載
順
は
、
ま
ず
、
所
蔵
者
を
〈
〉
で
阻
み
、
そ
の
後
、
経
典
名

・

書
写
年

・
書
写
者
名
を
一
項
と
し
て
列
挙
し
た
。

二

通
し
番
号
を

O
で
囲
ん
だ
も
の
は
、
田
中
塊
堂
『
法
隆
寺
一
切
経
目

録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

三
以
下
に
列
挙
す
る
各
経
典
は
、
左
記
の
諸
書
に
よ
っ
て
所
在
を
確
認
し

た
も
の
で
あ
る
。
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-
腕
鳥
文
庫
仏
教
関
係
図
書
目
録
金
沢
大
学
図
書
館
編
昭
和
三
大
年
三
月

・
越
後
無
為
信
寺
不
争
宝
蔵
目
録
大
谷
大
学
図
書
館

-
真
福
寺
善
本
目
録
(
本

・
続

)

黒

板

勝

美

編

・
刊

昭

和

十

t
十
一
年

・
真

福

寺

善

本

集

影

大

阪

府

立

図

書

館

編

昭

和

十

年

-
薬

師

寺

経

蔵

目

録

薬

師

寺

編

昭

和

手

八

年

・
安
田
文
庫
古
経
清
嬰
〈
上
中
下
三
巻〉
石
田
茂
作
編

昭
和
二
十
七
年

龍
谷
大
学
図
書
館
編
昭
和
十
年

龍
谷
大
学
図
書
館
編
昭
和
七
年

龍
谷
大
学
図
書
館
編
昭
和
十
一
年

-
龍
谷
大
学
和
漢
書
分
類
目
録

-
龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
書
目
録

.
龍
谷
大
学
図
書
館
善
本
目
録
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-
弘
文
荘
善
本
目
録

・
尊
経
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録

-
住
吉
大
社
御
文
庫
貴
重
図
書
目
録

.
松
尾
大
社
社
蔵
文
書
目
録

-
早
稲
田
大
学
図
書
館
和
漢
図
書
分
類
目
録
(
九
冊
の
う
ち
三
冊
)

.
法
隆
寺
宝
物
考
詮

・
大
谷
大
学
図
書
館
和
漢
書
分
類
目
録
(
一
、
t
三
)
大
谷
大
学
図
書
館
編

・
古
経
題
政
〈
解
題
叢
書
〉

鵜

飼

徹

定

締

録

大

正

五

年

-
続

古

経

題

政

〈

解

題

叢

書

〉

鵜

飼

徹

定

輯

録

大

正

五

年

・
訳

場

列

位

〈

解

題

叢

書

〉

鵜

飼

徹

定

輯

録

大

正

五

年

・
古
局
経
綜
堅

田

中

塊

堂

著

昭

和

十

七

年

-
日

本

寓

経

綜

堅

田

中

塊

堂

著

三

明

社

昭

和

二

十

八

年

八

月

・
日
本
古
寓
経
現
存
目
録
田
中
塊
堂
編
思
文
閣
昭
和
田
大
年
七
月

・
静
嘉
堂
文
庫
国
書
分
類
目
録
(
二
七
一

t
四
八
四
ペ

ー
ジ
)

静

嘉

堂

文

庫

編

昭

和

士
一年

・
華

頂

山

古

経

目

録

知

恩

院

編

大

正

十

四

年

・
守
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
震
翰
古
経
目
録
京
都
国
立
博
物
館
編
昭
和
二
十
九
年

京
都
国
立
博
物
館
編
昭
和
三
十
九
年

文
華
堂
書
庖

-
守
屋
孝
蔵
蒐
集
古
経
図
録

.
大
蔵
会
展
観
目
録

・
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録

-
平
安
遺
文
題
践
編
竹
内
理
三
編
東
京
堂
出
版
昭
和
四
十
三
年

-
石
井
積
翠
軒
文
庫
善
本
書
白

川
瀬
一
馬
編
臨
川
書
庖
昭
和
五
十
六
年
五
月

-
不
空
庵
常
住
古
紗
奮
葉
録

・
重
要
文
化
財

(m
t
n)

〈
大
谷
大
学
〉

・
古
経
帖

-
古
写
経
集

・
古
写
経
車
内
英
帖

-
開
元
釈
教
録
巻
第
十
九

②
貞
元
新
定
釈
教
目
録
巻
第
一

③
貞
元
新
定
釈
教
目
録
巻
第
七

④
貞
元
新
定
釈
教
目
録
巻
第
十
六

⑤
貞
元
新
定
釈
教
目
録
巻
第
二
十
四

⑤
貞
元
新
定
釈
教
目
録
巻
第
二
十
九

⑦
貞
元
新
定
釈
教
目
録
巻
第
二
十
九

③
貞
元
新
定
釈
教
目
録
巻
第
三
十

9
貞
元
釈
教
録
残
欠

叩
大
周
刊
定
衆
経
目
録
巻
第
七

日
大
周
刊
定
衆
経
目
録
巻
第
十
三

ロ
大
唐
内
典
録
巻
第
九

日
阿
育
王
伝
巻
第
九

H
弘
明
集
巻
第
八

日
長
阿
合
経

巻

第

五

日
雑
阿
合
経
巻
第
九

松
田
福
一
郎
編

毎
日
新
聞
社
刊

大
治
二
年

大
治
三
年

大
治
四
年

大
治
四
年

永
久
二
年

康
和
二
年

永
久
三
年

永
久
二
年

永
久
四
年

永
久
五
年

大
治
二
年

大
治
二
年

昭
和
十
八
年
一
月

昭
和
E
十
一年
九
月

隆隆林
返還勝

慈林林静林
慶幸幸因幸

清
曜

覚
春
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げ
別
訳
雑
阿
合
経
巻
第
八

m四
阿
合
暮
抄
解
巻
上

四
央
掘
魔
羅
経
巻
第

一

却
仏
本
行
集
経
巻
第
十

幻
仏
本
行
集
経

巻
第
四
十
八

幻
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
巻
第
二
十
二

幻
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
巻
第
三
十
二

，
M
光
讃
経

巻
第
四

お
勝

天

王

般

若

波

羅

蜜

経

巻

第

四

永

久

四

年

お
仏
説
濡
首
菩
薩
無
上
清
浄
分
衛
経
巻
上

幻
大
明
度
無
極
経
巻
第
四

お
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
温
恕
拘
舎
羅
道
行
経
勧
助
品
第
四

天
治
元
年

永
久
二
年

永
久
三
年

天
治
二
年

却
正
法
華
経
巻
第
十
九

却
大
方
広
仏
華
厳
経
修
慈
分

幻
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
十
四

辺
大
賓
積
経
巻
第
十
六

お
大
賓
積
経

巻
第
四
十
七

出
大
賢
積

経

巻

第

九
十
二

お
大
賓
積

経

巻

第

百

十

一

%
護
国
主
ロ
薩
所
閉
経
巻
上

幻
仏
説
草
口
薩
蔵
経
巻
中

お
大
般
浬
奨
経
巻
第
三
十

永
久
三
年

永
久
元
年

頼林
文智

羽
大
方
等
大
集
月
蔵
経

必
賓
女
経

巻

下

必
阿
蒋
達
龍
王
経

巻
上

位
首
拐
厳
三
昧
経
巻
中

円相
大
樹
緊
那
羅
王
所
間
経
巻
第
一

H
H
仏
説
超
日
明
三
昧

経

巻

下

日制仏
説
等
御
諸
法
経

必
那
先
比

丘

経

巻

下

円引
仏
説
仏
名
経
巻
第
七

⑬
金
光
明

経

巻

第

二

川日
蘇
悉
地
潟
羅
経
略
疏
巻
第
三

回
大
威
徳
陀
羅
尼
経

巻
第
十
五

日
大
威
徳
陀
羅
尼
経

巻

第

十

九

回
大
吉
義
神
冗
経
巻
第
四

日
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事

臼
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事

白
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事

日
四
分
律

巻

第

五

十
四

町
大
智
度
経
論

臼
十
地
経

論

巻

第

四

日
十
地
経

論

巻

第

十

印
毘
婆
沙
善
見
律
巻
第
十
一

日
阿
毘
達
磨
発
知
論
巻
第

一

巻
第
九

明
輿

巻
第
三
良
祐

実
運

頼覚
助胤

大
治
二
年

永
久
三
年

応
徳
三
年

巻
第
十
二

巻
第
十
五

巻
第
二
十
八

天
治
二
年

長
和
元
年

正
春

覚
春
(
注
⑤
)

覚
印
徳
厳

- 83一

保
安
四
年

保
安
四
年

保
安
四
年
良
勝

尊
珍

覚
長

行静
教因
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臼
阿
毘
曇
八
鍵
度
巻
第
十
五

臼
阿
毘
達
磨
大
昆
婆
沙
論
巻
第
二
十
八

叫
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
巻
第
五
十
二
元
永
元
年

間
山
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
巻
第
百
七
十
二

日
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
巻
第
百
八
十

円
町
阿
昆
曇
婆
沙
論
巻
第
四

臼
阿
毘
曇
婆
沙
論
巻
第
六

ω阿
毘
曇
婆
沙
論
巻
第
二
十

河
阿
毘
曇
婆
沙
論
巻
第
四
十
七

礼
阿
昆
曇
婆
沙
論
巻
第
六
十
三

η
阿
毘
曇
婆
沙
論
巻
第
六
十
四

刀
稗
婆
沙
論
巻
第
一

日
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
巻
第
八

万
立
世
阿
毘
曇
論
巻
第
十

河
般
若
燈
論

付
究
寛
一
乗
賓
性
論
巻
第
一

河
稔
伽
師
地
論
巻
第
三
十

円
摂
大
乗
論
巻
上

回
十
八
空
論

※
大
方
広
仏
華
厳
経

〈
浜
田
徳
海
〉

⑧
続
高
僧
伝

@
続
高
僧
伝

巻
第
四

巻
第
七

巻
第
二
十

嘉
慶
元
年

永
久
三
年

天
治
二
年

大
治
二
年

天
治
二
年

永
久
三
年

永
久
三
年

久
仁

良
勝

覚
賀

慈
慶

行隆頼応
住選慶舜

頼
憲
(
注
⑥
)

林尋
覚玄

@
続
高
僧
伝

〈
知
恩
院
〉

制
成
唯
識
論
述
記
巻
第
四

郎
成
唯
識
論
述
記
巻
第
五

郎
長
阿
合
十
報
法
経
巻
下

抑
制
分
別
善
悪
所
起
経

路
大
乗
方
広
総
持
経

∞
∞
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

卯
大
悲
経
巻
第
一

引
大
悲
経
巻
第
二

〈
大
東
急
記
念
文
庫
〉

m
出
金
剛
頂
議
伽
中
略
出
念
諸
経
巻
第
一

回
蘇
悉
地
渇
羅
経
路
疏
巻
第
七

川
四
大
乗
縁
生
論

%
阿
毘
達
磨
品
類
足
論
巻
第
十
二

⑮
仏
説
十
一
想
思
念
如
来
経

幻
三
教
治
道
論
下
巻
巻
第
二

mm
歴
代
三
賀
記
巻
第
三

ω中
阿
合
経
巻
第
五
十
九

川
大
乗
広
百
論
釈
論
巻
第
十

川
五
千
五
百
仏
名
経
巻
第
七

⑩
破
邪
論

〈
安
田
文
庫
〉

巻
第
二
十
八

延
暦
五
年

康
平
四
年

天
平
宝
字
六
年

永
久
三
年

永
久
三
年

大
治
二
年

大
治
二
年

保
安
四
年

保
安
四
年

大
治
元
年

天
平
宝
字
六
年

保
安
四
年

選
尊

尋覚経
海印遅

選智
尊厳

静
因
?

覚
印
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巻
第

m弘
明
集

川
掌
中
論

〈
谷
村
文
庫
(
京
大
図
書
館
)
〉

川
摩
詞
僧
祇
律
巻
第
十

〈
尊
経
閤
〉

川
広
弘
明
集
巻
第
二
十
八

〈
東
京
国
立
博
物
館
〉

川
申
日
児
本
経

〈
書
陵
部
〉

⑩
貞
元
新
定
釈
教
目
録

川
続
高
僧
伝
巻
第
三

〈
四
天
王
寺
〉

⑩
高
僧
伝
巻
第
一

⑪
一
角
僧
伝
巻
第
二

⑮
高
僧
伝
巻
第
三

⑮
高
僧
伝
巻
第
四

⑩
高
僧
伝
巻
第
五

⑮
高
僧
伝
巻
第
六

⑩
一
角
僧
伝
巻
第
八

⑪
高
僧
伝
巻
第
九

⑩
続
一
両
僧
伝
巻
第
九

八
法
金
剛
院
〉

⑩
大
小
乗
律
論
疏
目
録

巻
第
十
二

巻
上

大
治
二
年

永
久
三
年

大
治
四
年

大
治
二
年

保
安
四
年

保
安
四
年

保
安
四
年

大
治
二
年

林
智

勝
賢

静隆
因遅

慈林林覚
慶幸勝春

静
因

⑩
大
小
乗
律
論
疏
目
録

〈
松
本
文
三
郎
〉

山
十
二
門
論

〈
河
野
法
雲
〉

川
勝
思
惟
党
天
所
閉
経

〈
守
屋
孝
蔵
〉

山
稔
伽
師
地
論
巻
第
二
十
一

山
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
十
五

山
仏
説
興
起
行
経
巻
上

川
註
梼
伽
経
巻
第
一

〈
伊
豆
修
善
寺
V

@
正
法
念
処
経
巻
第
四
十
一

へ
天
理
図
書
館
〉

⑬
大
薩
遮
尼
乾
子
所
説
経
巻
第
三
永
久
三
年

別
大
方
広
仏
華
厳
経
入
法
界
品
巻
第
三
十
九

〈
島
田
蕃
根
v

m阿
毘
達
磨
雑
集
論
巻
第
十

川
賢
雨
経

巻

第

四

問
優
婆
塞
戒
経
巻
第
四

川
優
婆
塞
戒
経
巻
第
五

〈
唐
招
提
寺
〉

山
小
乗
律
論
疏
目
録

川
大
乗
経
律
論
疏
記

巻
下

巻
第

大
治
四
年

天
平
神
護
三
年

永
久
三
年

静
因

良
目旨

信
濃

。。

勝
賢

静静
因因
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巻
第
四
十
七

〈
興
福
寺
〉

川
高

僧

伝

巻

第
十
三

〈
妙
法
院
門
跡
〉

間
廻
誇
論

〈
国
会
図
書
館
〉

川
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

〈
京
都
浄
福
寺
〉

⑩
僧
伽
月
経
巻
第
二

〈
根
津
美
術
館
〉

川
大
乗
掌
珍
論

⑪
鼻
奈
耶
律
序
根
本
薩
多
部
毘
奈
耶

〈
龍
門
文
庫
〉

⑩
禅
要
経

〈
小
川
陸
之
助
〉

出
金
剛
場
陀
羅
尼
経
巻
第
一

〈
伊
藤
庄
兵
衛
〉

川
三
瀬
底
部
論
巻
中

〈
禿
氏
祐
祥
〉

川
諸
経
要

集

巻

第

七

川
大
周
刊
定
衆
経
目
録

〈
一
柳
知
成
〉

⑩
大
賓
積
経

〈
村
手
重
放
〉

巻
第
三

巻
第
三

天
治
三
年

巻
第
十大

治
三
年

大
治
二
年

長
寛
二
年

智
賢

ρ主今

見

印
隆
退

慶泰
深範

覚
印

⑩
仏
説
仏
名
経
巻
第
十
二

⑩
仏
説
陀
羅
尼
集
経
巻
第
十
二

八
生
田
龍
成
〉

⑩
説
一
切
有
部
発
智
大
毘
婆
沙
論
巻
第
八
十
九

@
根
本
薩
婆
多
部
律
摂
巻
第
十
五

〈
堀
江
清
足
(
名
古
屋
)
〉

⑮
分
別
功
徳
論

〈
山
田
文
昭
〉

⑮
大
賢
積
経
巻
第
百
十
六

川

大

賓

積

経

巻

第

百

十

七

長

寛

二

年

⑮
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
初
品
小
品
経
巻
第

一

⑮
十
住
経
巻
第

一

⑮

阿

毘

曇

婆

沙

論

巻

第

五

保

安

四

年

〈
住
田
智
見
〉

⑮
太
周
刊
定
衆
経
目
録
巻
第
八

⑮
大
周
刊
定
衆
経
目
録
巻
第
九

⑩
大
周
刊
定
衆
経
目
録
巻
第
十

天
治
二
年

川

決

定

蔵

論

心

地

品

之

二

大

治

二

年

間
阿
昆
達
磨
発
知
論
巻
第
十
八

大

治

二

年

間
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
巻
第
百
三
十
二

八
神
田
喜
一
郎
〉

⑩
大
唐
西
域
記
巻
第
二

〈
反
町
茂
雄
(
弘
文
荘
)
〉

大
治
二
年

保
安
四
年

大
治
元
年

慈隆
慶遅

性
意

覚
印

慈勝
慶賢
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川
仏
説
長
者
子
六
過
出
家
経

附
続
高
僧
伝
巻
第
四

川
弁
正
論

八
石
井
積
翠
文
庫
〉

川
古
写
経
集
(
一
切
経
断
巻
合
)

保
安
四
年

大
治
二
年

保
安
四
年

静
因

第
四
節
書
写
者
と
書
写
年
代

『
法
隆
寺
一
切
経
』
の
書
写
に
関
わ
っ
た
僧
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
〔
一
、

天
治
本
『
新
撰
字
鋭
』
と
「
法
隆
寺
一
切
経
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
〕
で
触
れ

た
通
り
、
百
十
名
も
の
名
前
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
天
治
年

間
前
後
、
天
永
年
間
か
ら
天
承
年
閉
ま
で
の
二
十
九
年
聞
に
活
躍
し
た
書
写
者

を
、
〔

一、

天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
と
『
法
隆
寺

一
切
経
』
と
の
関
係
に
つ
い

て
〕
の
合
一
・
書
写
者
名
V

の
〈
法
隆
寺
一
切
経
〉
の
項
に
掲
げ
た
も
の
を
利

用
し
て
、
書
写
年
代
別
に
再
整
理
し
て
み
る
と
、
左
記
の
表
②
・
①
の
よ
う
に

な
る
。さ
ら
に
、
そ
の
表
②

・
③
か
ら
書
写
年
代
を
、
保
安
年
聞
か
ら
大
治
年
間
ま

で
の
十
四
年
間
に
絞
り
、
そ
こ
で
活
躍
し
た
書
写
者
を
摘
記
す
る
と
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

。。
あ
行
・
:
胤
願

か
行
・
覚
允
・
覚
印

・
覚
賀
・
党
厳

・
覚
春

・
覚
長

・
観
寂

・
経
真
・

経
遅

・
度
深

・
厳
雅

・
厳
海

・
行
住
・
行
遅

さ
行
:
慈
慶

・
尺
海

・
浄
尊
・
静
因

・
静
快

・
静
尋

・
尋
応
・
尋
海
・

尋
覚

・
尋
玄

・
仁
勝

・
正
円
・
正
春

・
清
寂

・
清
珍
・
清
曜

・

。

退
快

・
遅
尊

・
白不信

・
尊
珍

た
行
・
智
印

・
智
厳

・
智
仁
・
長
党
・
定
快
・
定
観

・
定
舜

・
道
寂

な
行
・
念
寂

は
行
:・
範
勝

・
弁
海

ま
行
・
明
行

・
明
輿

ら
行
:
・
頼
慶
・
隆
選
・
良
円
・
良
勝
・
良
能
・
良
祐

・
林
幸

・
林
勝

・

林
智

・
琳
範

で
は
、
次
に
、
本
稿
が
天
治
本
と
の
対
校
に
用
い
る
谷
大
本
の
奥
書
に
見
ら

れ
る
書
写
者
を
、
布
記
の
保
安
年
間
か
ら
大
治
年
閉
ま
で
の
十
四
年
間
に
活
躍

し
た
書
写
者
を
摘
記
し
た
も
の
を
用
い
て
整
理
し
て
み
る
と
、
左
記
の
よ
う
に

な
る
。 00000  

~ 87 

静
因
(
康
和
二
J
大
治
二
)

党
長
(
保
安
四
)

尊
珍
(
保
安
四
)

覚
春
(
保
安
田
J
大
治
二
)

隆
退
(
保
安
四
J
大
治
四
)

林
勝
(
保
安
四

t
大
治
二
)

O

良
祐
(
天
治
元
J
大
治
二
)

O

行
住
(
天
治
二
)

O

頼
慶
(
天
治
二
)

O

明
由
民
(
天
治
二
)

O

清
曜
〈
大
治
二
)

大
谷
大
学
が
八
十
巻
と
い
う
多
数
の
『
法
隆
寺
一
切
経
』
を
所
蔵
し
て
い
る

000000  
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承天 大浴天治 保安元永 永久 永天… 

一21 6 5 4 3 2 132 1 543 2 1 3 2 1 6 5 432 143 2 1 ・・

• • • • • • • • ... ....・u・・ a・ a邑 ‘
a・・‘' --- ' ' ' • • • • • • • • • • • • • .. • • • • • • • • • • • • • • • • • • a・・‘a・・‘ a・・・ ... ‘ ... ‘ 

‘・'‘..- " • • • • .. 
• • • 
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14 
胤願

永兼

永珍

円智

応舜
快円 l

快与

覚允

覚印

覚胤

覚賀

覚厳

覚春

覚長

覚益
観寂

久仁

経真
経還
慶深
見円
厳意

厳雅

厳海

足
行往

行運

慈慶
尺海

重賀

春珍
浄逗

浄尊

静因

静快

静尋

尋応
尋海

尋覚

尋玄

信耀

表
② 
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天承 大治天治 保安元永 永久 天永

~ 守 21654321321543213216543214321-

• 真 与

• 仁勝

• 性厳

• 正円

• 正春

• 清寂

• 清 珍

• 清曜

• 選 快

• • 選尊

-→・ 宗信

• 尊珍

• 湛証

• 智印

• • 智 厳

• 智 仁

• 朝順

• 長覚

• 長 順

• 定快

• 定観

• 定 舜

• 道寂

• 念寂

• 範勝

• 弁海

• 明行

• 明輿

• 与清

• 頼慶

• 頼 助

• 頼文... • 隆逗

• 良 円
a・a邑 良勝

• 良能

• • 良 祐... • .. 林 幸

• • • 林勝

• 林智

• 琳範

表
③ 

ハwdoo 
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乙
と
は
、
前
の
第
三
節
で
触
れ
た
が
、
保
安
年
聞
か
ら
大
治
年
間
ま
で
と
い
う

ふ
う
に
書
写
年
代
を
絞
っ
て
活
躍
し
た
書
写
者
を
見
て
み
る
と
、
右
に
示
し
た

通
り
、
わ
ず
か
十

一
名
と
非
常
に
少
な
い
乙
と
が
わ
か
る
。
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
法
隆
寺
所
蔵
の
も
の
を
見
る
と
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
一
一
層
幅

の
広
い
天
治
木
と
の
対
校
が
可
能
に
な
る
と
は
思
う
が
、
本
稿
で
は
、
右
に
示

し
た
書
写
者

(
天
治
本
巻
第

一
の
書
写
に
関
わ
っ
た
静
因
、
巻
第
八
の
書
写
に

関
わ
っ
た
隆
退
の
経
典
は
除
く
)
の
経
典
を
中
心
に
、
天
治
本
と
の
対
校
を
行

な
う
と
と
に
す
る
。

四

天
治
本

「
新
撰
字
鏡
』
と

「
法
隆
寺

切
経
』
と
の
比
較
・
対
校

第
一
節
作
業
の
手
順
紹
介

天
治
本
と
の
対
校
に
用
い
た
『
法
隆
寺
一
切
経
』
は
、
す
べ
て
谷
大
本
で
あ

る
が
、
乙
れ
ら
の
谷
大
本
は
、
大
谷
大
学
の
沙
加
戸
弘
先
生
、
大
谷
大
学
図
書

館
の
方
々
の
御
好
意
に
よ
り
、
大
谷
大
学
が
所
蔵
し
て
い
る
す
べ
て
の
『
法
隆

寺
一
切
経
』
八
十
巻
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
各
経
典
の
書
写
年
、
お

よ
び
、
書
写
者
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
中
心
に
選
び
、
そ
れ
ら
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
複
写
を
依
頼
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
対

校
に
用
い
た
谷
大
本
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
大
賓
積

経

巻

第

百

十

一

永

久

元

年

2
立
世

阿

毘

曇

論

巻

第

十

永

久

三

年

3
大
賓
積

経

巻

第
九

十

二

永

久

三

年

覚応頼
胤舜助

4
大
周
刊
定
衆
経
目
録

巻

第

十
三

永

久

四

年

5
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
巻
第
五
十
二
元
永
一
冗
年

6
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
巻
第
二
十
八

7
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
巻
第
十
二

8
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
温
恕
拘
舎
羅
道
行
経
勧
助
品
第
四

天
治
元
年

天
治
二
年

天
治
二
年

天
治
二
年

大
治
二
年

大
治
二
年

大
治
二
年

久
仁

保
安
四
年

保
安
四
年

巻
第
三
良
祐

9
稔
伽
師
地
論
巻
第
三
十

行
住

叩
摩

詞

般

若

波

羅

蜜

経

巻

第

二

十

二

明

奥

日
般

若

燈

論

頼

度

ロ
長

阿

合

経

巻

第

五

党

春

日
阿
育
王
伝

巻

第

九

清

曜

M
関

元

釈

教

録

巻

第

十

九

林

勝

目
大
周
刊
定
衆
経
目
録
巻
第
七

詳

ぷ

皮

国
別
訳

雑

阿

合

経

巻

第

八

林

智

以
上
、
対
校
に
、
右
に
列
挙
し
た
十
六
の
経
典
を
用
い
た
が
、
〔
三
、
『
法
隆

寺
一
切
経
』
に
つ
い
て
〕
の
第
四
節
で
列
挙
し
た
谷
大
本
の
奥
書
に
見
ら
れ
る

書
写
者
の
経
典
の
他
に
、
書
写
年
代
が
未
詳
で
あ
っ
て
も
、
天
治
年
間
あ
た
り

に
活
躍
し
た
か
と
恩
わ
れ
る
怒
慶
や
林
智
の
経
典
ゃ
、
永
久
年
間
、
お
よ
び
、

元
永
年
間
と
い
っ
た
保
安
年
間
以
前
の
書
写
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
経
典
を
も

合
わ
せ
て
対
校
に
用
い
た
。

ま
ず
、
対
校
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
、
書
写
者
が
不
明
な
天
治
本
五
巻

(巻

第
三

・
四

・
六

・
十
一

・
十
一
己
に
お
い
て
頻
出
度
の
高
い
い
く
つ
か
の
文
字

(
田
中
論
文
内
で
扱
わ
れ
て
い
た
「
也
」

・
「第」

・
「
反
」
な
ど
の
文
字
も
含
め

尊覚
珍長

- 90一

Osaka Shoin Women's University Repository



る
)
と
同
様
の
文
字
を
、
右
に
列
挙
し
た
谷
大
本
の
各
々
の
経
典
か
ら
切
り
取

り
し
、
天
治
本
と
の
対
校
が
容
易
に
行
な
わ
れ
る
様
、
切
り
取
っ
た
各
々
の
文

字
を
ビ
ニ
ー
ル
シ

l
ト
に
貼
布
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
谷
大
本
の
各
々
の
経
典
か
ら
得
ら
れ
た
頻
出
度
の
一
角
い

文
字
の
資
料
を
用
い
て
、
田
中
論
文
内
で
解
明
が
不
可
能
で
あ
っ
た
箇
所
を
中

心
に
、
天
治
本
と
の
対
校
を
行
な
っ
て
み
た
と
乙
ろ
、
頻
出
度
の
一
角
い
文
字
の

資
料
に
関
し
て
、

①
天
治
本
に
お
い
て
多
数
見
ら
れ
た

「也」

を
は
じ
め
と
し
て
、
独
立
し

た
文
字
の
例
が
少
な
い
。

②
独
立
し
た
文
字
と
、
そ
の
文
字
自
体
が
偏
や
芳
の
構
成
要
素
と
な
っ
て

い
る
も
の
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
の
字
体
が
か
な
り
違
っ
て
い
る
。

と
い
う
よ
う
な
こ
つ
の
不
十
分
な
点
が
見
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
点
を
補
強
す
る

材
料
を
得
る
た
め
に
、
天
治
本
五
巻
内
に
各
々
収
め
ら
れ
て
い
る
部
首
と
同
じ

部
首
を
持
つ
文
字
を
、
谷
大
本
か
ら
抽
出
す
る
と
い
う
さ
ら
に
細
か
な
対
校
を

行
な
っ
た
。

右
記
の
対
校
結
果
は
、
次
節
で
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
天
治
本
側

の
書
写
者
(
筆
)
の
別
は
、
田
中
論
文
の
結
果
に
従
う
ζ

と
に
し
、
本
稿
で

は
、

そ
れ
を
便
宜
上、

表
①
の
下
段
に
設
け
た
略
号
に
よ
っ
て
表
記
す
る
。

(
田
中
論
文
内
で
既
に
判
明
し
て
い
る
書
写
者
、
林
幸
と
覚
厳
の
箇
所
は
、
対

校
の
対
象
に
は
せ
ず
、
略
号
も
設
け
な
い
乙
と
に
す
る
。
)

第
二
節
比
較
・
対
校
の
実
際

本
節
で
は
、
書
写
者
が
不
明
な
天
治
本
五
巻
と
、
第

一
節
に
お
い
て
列
挙
し

表
④ 

16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 経典番号

× × × × × × × × ム × × × × × × × 3 a 

対校結果t本天治× × × × × × × × × ム × × × × × × 4 a 

× × × × X × × × × × × × × × × × 6 a 

× × × × × × × × × × × × × × × × 6 b の

× × × × × × × × × × × × × × × × 11a 書喜
× × × × × × × × × × × × × × × × 11b 

× × × × どL × × × × どミ × × × × × × 11c 筆

× × × × × × × × × × × × × × × × 11d 別
× × × × × × × × × × × × × × × × 11e 』こ

× × × × 12 a 
従

× × × × × × × × × × × × '? 

× × × × × × × × × × × × × × × × 12 b fこ

章

Zな塁本望置に 22 喜本書
ZJ主本責号E2 5 章い い い い

注⑮ 
い い い 注@ 注① 

い い し、 い L、
総

毒毒毒 毒 車
ぷE泊3、

結

い、
巣

~I ~ 員 菌関ない本天治 自国 員
つつ -っ ・っ ザ3 ・9 -っ つ つ の つつ -っ
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た
谷
大
本
十
六
巻
と
の
対
校
結
果
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
紙
幅
の
都
合
上
、
詳

細
な
各
経
典
毎
の
対
校
結
果
の
解
説
、
お
よ
び
、
資
料
の
掲
載
は
省
略
し
、
表

④
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
(
表
中
の
経
典
番
号
と
は
、
第
一
節
に
お
い
て
列

挙
し
た
谷
大
本
十
六
巻
の
上
記
に
付
し
た
通
し
番
号
を
示
す
。)

注
①

仰
の
(
作
)
・
(
大
)
・
(
入
)
と
、
以
の
(
言
)
に
お
い
て
類
似
が
見
ら

れ
た
(
後
の
資
料
を
参
照
の
こ
と
)
が
、
両
者
で
他
の
文
字
と
の
対
校
を

行
な
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
類
似
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
谷
大
本

の
書
写
者
で
あ
る
尊
珍
は
、
仰
と
山
の
書
写
に
は
一
切
関
わ
っ

て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
す
る
。
従
っ
て
、
尊
珍
は
、
天
治
本
の
書
写
に
一
切
関
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

A
h
制

V

天
治
本

・

2
一作命日夜一%九

2
@
2
A
q得
点
⑪

Zuq笠
句
作
-
作
-

符
命
保

ιnh侭，
uTマ

tヤイ存
{す予行5

5*2 
45h 
1jc-11: 
全長

82 
イ下 作

ゲ存
。:作
作{ど

68 
~1法

谷
大
本

ヮ
“
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谷
大
本ヘぬ夜、え・

〈
類
似
点
〉
:
・
す
べ
て
資
料
に
付
し
た

O
印
の
も
の
を
参
照
の
こ
と

(
作
)
〈
作
〉
が
見
ら
れ
る

〈
大
)
一
一
間
目
と
二
画
自
の
傾
き
・
三
画
自
の
筆
の
入
れ
方

(
入
)
二
画
自
の
筆
の
入
れ
方
と
払
い

天
治
本
九
九
・
え
③
ス

谷
大
本

人

⑤ 

A
山

v天
治
本

J
a
h
T

手
'
4
J
-
4
'
T・

τr，唱望者噌

.
J

た
ず

τず
1
r
J時

3
4白

⑧会人司へ
--h

〈
類
似
点
〉

(
言
)
一
画
の
長
さ
(
一
一
闘
目
が
三
園
自
に
届
い
て
い
る
〉
・
ニ
函
自
の

傾
き
・
〈
口
〉
の
形

みわ
s

衣

注
⑨
加
の
(
諦
)
・
(
詮
)
・
(
詞
)
・
(
謂
)
に
お
い
て
類
似
が
見
ら
れ
た
(
後

の
資
料
を
参
照
の
こ
と
)
が
、
そ
の
お
で
他
の
文
字
と
の
対
校
を
行
な
っ

て
み
た
と
乙
ろ
、
類
似
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
谷
大
本
の
書
写

者
で
あ
る
良
祐
は
、
加
の
書
写
に
は
一
切
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
乙
と

に
す
る
。
従
っ
て
、
良
祐
は
、
天
治
本
の
書
写
に
一
切
関
わ
っ
て
い
な
い

と
と
が
わ
か
る
。

〈
類
似
点
〉
(
諦
)
・
(
詮
)
・
(
詞
〉
・
(
謂
)

似

の
四
文
字
と
も
、

偏
と
芳
の
字
体
が
類
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議一台仰ベ

.-:J-盛L天

ま玄室

持i実3γ 
谷
大
本

勢
焚
-
勢
努

注
⑮

山
の
(
大
)
に
お
い
て
、
一

部
、
類
似
が
見
ら
れ
た
(
下
の
資
料
を
参

照
の
こ
と
)
が
、
そ
の
中
で
の
類
似
数
が
少
な
か
っ
た
と
と
、
(
大
)
以

外
の
文
字
で
行
な
っ
た
山
の
対
校
の
結
果
、
類
似
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
の
二
点
か
ら
、
谷
大
本
の
書
写
者
で
あ
る
覚
春
は
、
山
の
書
写
に

は

一
切
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
乙
と
に
す
る
。
従
っ
て
、
覚
春
は
、
天
治

本
の
書
写
に
一
切
関
わ
っ
て
い
な
い
と
と
が
わ
か
る
。

〈
類
似
点
〉
・
資
料
に
付
し
た

O
印
の
も
の
を
参
照
の
と
と

(大
)
一

周
目
と
二
画
自
の
傾
き

・二
画
目
と
三
回
目
の
筆
の
動
き
が
終

わ
る
位
置

ーき=ー天

打差

ー云軍;p~
Z画家

谷
大
本

苛
す
苛
苛

者
党
党

天
治
本

-94-
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結

=  ̂a問

今
回
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
『
法
隆
寺

一
切
経
』
の
所
在
を
検
索
す

る
拠
り
所
と
な
っ
た
の
は
、
問
中
塊
堂
氏
の
『
法
隆
寺
一
切
経
目
録
』
が
唯
一

の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
調
査
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
本
稿
〔
三
、

『
法
隆
寺

一
切
経
』
に
つ
い
て
〕
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
谷
大
学
図
書
館
に
八

十
巻
も
の
『
法
隆
寺

一
切
経
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の

他
、
か
な
り
の
数
の
蔵
書
目
録
(
一
二
、
『
法
隆
寺

一
切
経
』
に
つ
い
て
第
三

節
の

A

凡
例
V

三
を
参
照
の
こ
と
)
を
調
査
し
た
結
果
、
谷
大
本
を
も
含
め

て
、
法
隆
寺
以
外
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
法
隆
寺

一
切
経
』
が
、
百
六
十
八
巻

も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
、
田
中
塊
堂
氏
の
目
録
を
比
較
し
て
み
た
と
ζ

ろ、

田
中
塊
堂
氏
の
目
録
に
は
、
か
な
り
の
遺
漏
が
あ
る
と
と
が
明
確
と
な
っ

た
。
当
時
の
学
問
レ
ベ
ル
、
蔵
書
目
録
の
出
版
事
情
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
う

し
た
遺
漏
も
い
た
し
か
た
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
で
は
、
唯

一
の
『
法
隆
寺

一
切
経
』
の
目
録
で
あ
る
以
上
、
そ
の
遺
漏
の
多
さ
は
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
や
が
て
、
書
き
換
え
の
必
要
性
も
起
こ
り
う
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
法
隆
寺
に
は
、
昭
和
大
修
理
の
際
に
作
成
し
た
と
言
わ
れ
る

目
録
が
存
す
る
と
い
う
乙
と
か
ら
、
私
に
調
査
し
て
得
ら
れ
た
も
の
と
、
そ
れ

ら
を
総
合
す
れ
ば
、
田
中
塊
堂
氏
の
『
法
隆
寺
一
切
経
目
録
』
以
上
の
目
録
が

完
成
す
る
に
違
い
な
い
。

ニ

今
回
、
十
六
巻
の
谷
大
本
に
限
定
し
て
、
天
治
本
と
の
対
校
を
行
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
結
果
は
、
〔四
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
と
『
法
隆
寺
一
切
経
』

と
の
比
較
・
対
校
〕
の
第
二
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ど
の
経
典
の

書
写
者

も
、
天
治
本
の
書
写
に
は
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
非
常
に
残
念
な
形
の

も
の
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
、
こ
う
し
た
結
果
は
、
今
後
の
こ
の
分
野
の

研
究
に
資
す
る
と
と
ろ
は
大
き
い
。
そ
の
意
味
で
、
と
の
論
文
の
意
義
は
大
き

い
と
自
負
し
て
い
る
。

そ
の
点
、
今
後
、
大
谷
大
学
図
書
館
以
外
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
法
隆
寺

一

切
経
』
を
数
多
く
調
査
し
、
そ
れ
ら
と
対
校
す
れ
ば
、
書
写
者
が
判
明
す
る
乙

と
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
将
来
、
法
隆
寺
が
所
蔵
し
て
い
る
『
法
隆
寺

一
切

経
』
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
今
回
の
調
査

・
考
察
以
上
に
、

様
々
な
問
題
が
解
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

注
注
①
田
中
塊
堂
氏
は
、
承
徳
三
年
(
一

O
九
九
)
の
『
大
賓
積
経
巻
第
七
十

四
』
を
、

『法
隆
寺

一
切
経
』
の
最
古
の
も
の
と
し
、
書
写
過
程
の
第

一

期
を
そ
の
承
徳
に
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
大
谷
大
学
所
蔵
の
も
の
に
長

和
元
年
(
一

O
一
二
)
の
『
十
地
経
論
巻
第
十
』
が
存
す
る
乙
と
か
ら
、

書
写
過
程
の
第

一
期
を
、
承
徳
よ
り
も
古
い
時
期
に
設
定
す
る
べ
き
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
『
十
地
経
論
巻
第
十
』
が
書
写
さ
れ
た
長
和

元
年
よ
り
も
さ
ら
に
古
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
と
い
う

- 95-

Osaka Shoin Women's University Repository



乙
と
が
『
法
隆
寺
一
切
経
』
の
所
在
を
検
索
し
た
際
、
明
ら
か
と
な
っ
た

(
三
、
『
法
隆
寺
一
切
経
』
に
つ
い
て
第
三
節
で
列
挙
し
た
経
典
、
白
・

初・

ω
-
m番
を
参
照
の
ζ

と
)
が
、
と
れ
ら
の
経
典
に
関
し
て
は
、
後

補
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
、
本
稿
で
は
、
触
れ
な
い
こ
と

に
す
る
。

注
②
上
代
、
『
古
事
記
』
に
は
、
エ
-
キ
・
ケ
・
コ

・ソ

・
ト
・
ノ
・
ヒ
・

へ
・
ミ
・
メ
・
モ

・
ヨ
・
ロ
の
十
四
音
節
に
甲
乙
の
区
別
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。
し
か
し
、
年
代
が
下
る
に
つ
れ
、
『
日
本
書
紀
』
『
万
葉
集
』
で

は
、
ま
ず
、

「モ」

の
区
別
が
失
わ
れ
、
さ
ら
に
『
万
葉
集
』
で
は
、
「
ト

・ロ
」
の
区
別
も
一
部
暖
昧
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
奈
良
末
期
の
『
正

倉
院
仮
名
文
書
』
で
は
、
一
一
層
甲
乙
の
区
別
が
暖
昧
と
な
り
、
中
古
初
期

に
な
る
と
、
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
(
七
九
四
)
・
『
日
本
霊
異
記
』

(
八
二
三
)
に
、
唯
一
、
「
コ
」
の
区
別
だ
け
が
残
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

注
③
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
第
四
巻
』
(
六
十
九

ペ
ー
ジ
)
。

注
④
詳
し
く
は
、
左
記
の
各
書
を
参
照
の
乙
と
。

一
石
田
茂
作
編
『
秘
宝
第
一
巻
法
隆
寺
上
』

二
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観
第
四
巻
』

三
田
中
塊
堂
著
『
日
本
局
経
綜
翠
』

注
⑤
乙
の
経
典
の
旧
所
蔵
者
は
、
田
中
塊
堂
氏
の
『
法
隆
寺
一
切
経
目
録
』

で
は
、
住
田
智
見
氏
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
、
私
見
に
よ
る
と
、
巻
首

に
山
田
文
昭
氏
の
所
蔵
印
が
見
ら
れ
る
乙
と
か
ら
、
山
田
文
昭
氏
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

O
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編

書
庖
昭
和
五
十
四
年
四
月

O
国
語
学
会
編
『
国
語
学
大
辞
典
』
東
京
堂
出
版
昭
和
五
十
七
年
五
月

O
中
国
祝
夫

・
和
国
利
政
・
北
原
保
雄
編
『
古
語
大
辞
典
』
小
学
館
昭
和

六
十
年
一
月

O
佐
藤
喜
代
治
編

注
⑥
『
平
安
遺
文
題
隊
編
』
に
よ
る
。

学
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。

参

文

考

献
『
国
語
学
研
究
事
典』

同
凡

O
『
岩
波
講
座
日
本
語
9

語
葉
と
意
味
』

円
凡

O
阪
倉
篤
義
編

O
石
田
茂
作
編

『
講
座
国
語
史
3

語
禁
史
』

『
秘
宝
第

一
巻

法

隆

寺
上
』

円
刀

O
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
一
編

昭
和
四
十
六
年
五
月

但
し
、
私
見
に
よ
る
と
、
大
谷
大

『
新
撰
字
鏡
増
訂
版
』

臨
)11 

明
治
書
院

昭
和
五
十
二
年
十
一

岩
波
書
庖

- 96一

昭
和
五
十
三
年
二

大
修
館
書
庖

講
談
社
昭
和
田
十
五
年
一

『
奈
良
六
大
寺
大
観
第
四
巻
』

岩
波
書
庖
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